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 ハイ ドロオキシプロリ ンは, 動物では, コラーゲ ン以外はほとん ど存在 しないと考え られてい
 る。 しかも, コラ ーゲ ンのなかに含まれるハィ ドロオキシプロリ ンの量は動物およびその臓器に
 よって一定 している。 したがって, 心筋の線維成分 (繧痕組織も含めて) の定量はハィ ド口才キ
 シプロリ ンの測定によ って可能となる6
 心筋のコラーゲ ン量と心肥大, 加令との関係をみるため,45例の剖検心について, Prockop
 らの方法によって, 左右の心室, 左心室では心外膜側, 心内膜側に分け, さらにハイ ドロオキシ
 プロリンは中性塩可溶性, 酸可溶性, 残渣分画別に心筋の乾燥重量1昭当りの含有量を化学的に
 定量 して検 討 し, つ ぎの結論を得た。
 1) 左心室 ハイ ドロオキシプロリ ン平均総量は心重量に比例 して増加する。 心外膜側, 心内膜
 側別では, 心内膜側 ハイ ドロオキシプロリ ン総量がより比例 して増加する。 分画別では中性塩可
 溶性分画が, 酸可溶性分画より比例 して増加する。 したがって, 心内膜側の中性塩可溶性分画が
 もっともよく心重量の増加に応 じて増加 した。 これは組織学的に, 心室負荷で心内膜側に瘢痕が
 形成 され易いこと, 心重量の増加にともな って瘢痕組織 が増加すると いう組織計測 の所見とよく
 一致する。 また, 心内膜側では血流減少, 低酸素, 機械的ストレスが多いという生理学的事実と
 もよく 一致 する。
 2) 右心室 ハイ ドロオキシプロリ ン総量と左心室ハイ ドロオキシプロリ ン総量の和は心重量に
 比例 して増加するが, 右心室総量, 中性塩可溶性分画では相関はない。 右心室の酸可溶性分画だ
 けが心重量に比例 して増加 している。
 3) 乾燥重量 1噂中に含まれるハイ ドロオキ シプロリ ン総量は, 年令, 性別で有意差がみ られ
 ない。 症例を 0～39 才までの若年者群, 40～50 才の中年者群, 60才以上の老年者群おのおの
 15例に分けて, 中性塩可溶性分画/酸可溶性分画比をみると, 左右の心室で一様ではないが, そ
 の比が年令とともに低下し, とくに, 左心室の心外膜側で著 しい。 これは加令とともにコラーゲ
 ンの総量は変らないが, その性質が変化 し, 架橋度の強いゴラーゲ ンが増加することと 一致 し,
 ことに心外 膜側の血管周囲の線維組織か ら変化 していくことを示唆すると思われる。







 著者は心筋のコラー ゲン量と心肥大, 加金との関係をみるため, 45 例の剖検心につい て,
 ProckOP らの方法によって, 左右の心室, 左心室では心外膜側, 心内膜側に分け, さらにハイ
 ドロオキシプロリンは中性塩可溶性, 酸可溶性, 残渣分画別に心筋の乾燥重量1 mg 当りの含有
 量を化学的に定量 して検討 し, つ ぎの成績を得ている。
 左心室ハイ ド・ オキシプ・ 1」 ン平均総量は心重量に比例 して増加 し, 心外腹側, 心内膜側別で
 は, 心内膜側ハイ ド・ オキシブ・ リン総量がより比例 して増加 し, 分画別では中性塩可溶性分画
 が, 酸可溶性分画より比例して増加 している。 右心室ハイ ド・オキシプ・リン総量と左心室ハイ
 ド・オキシプ・ リン総量の和は 心重量に比例 して増加するが, 右心室総量, 中性塩可溶性分画で
 は相関 はな く, 右心室の 酸可 溶性 分画だけは心重量 に比例 して増加 してい る。 乾燥 重量1 mg 中
 に含まれるハイ ド・オキシプロリン総量は, 年令, 性別で有意差がみ られないが, 中性塩可溶性
 分画/酸可溶性分画化をみると, その比は年令とともに低下 し, とくに, 左心室の心外膜側で著
 しい。 なお, 左右の 心室, 疾患 別ではハイ ド・オキシプロリン総量, 各分画の量に有意差はみら
 れないと結論 している。 したがって, 本論文は学位を授一与するに値するものと認める。
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